
14第１章　学校施設の複合化に関する現状と課題  ー  ３. 学校施設の複合化の実施状況調査

（２）現地調査
　学校施設と他の公共施設等との複合化検討部会では、学校施設の複合化事例について現地視
察により実態調査を行った。

第
１
章

＜視察先一覧＞ （調査時期：平成26年９月～10月）

No. 都道府県 学校名 区域
分類＊

余裕
教室
活用

整備後
15年超
経過

学級数・
児童生徒数

（通常学級）
複合した施設

1 東京都 千代田区立昌平小学校 ① ○ 9学級245名 幼稚園、保育所、児童館、図書館

2 〃 台東区立上野小学校 ① ○ 12学級294名 幼稚園、公民館、区民プール

3 〃 品川区立第一日野小学校 ① 17学級527名
放課後児童クラブ、幼保連携施設、図書館、行政
機関、文化センター（音楽ホール、プラネタリウ
ム）

4 〃 目黒区立碑（いしぶみ）小
学校 ① 17学級559名 屋内プール、行政機関出張所、地域包括支援セ

ンター

5 〃 世田谷区立芦花小学校
・芦花中学校 ① 小22学級712名

中8学級268名
新BOP（放課後児童クラブと放課後子供教室の
融合施設）、保育所

6 〃 世田谷区立砧南中学校 ① ○ 12学級426名 保育所

7 京都府 京都市立京都御池中学校 ① 19学級699名 保育所、老人デイサービスセンター、在宅介護支
援センター、行政機関、賑わい施設（民間）

8 埼玉県 志木市立志木小学校 ② 22学級677名 放課後児童クラブ、公民館、図書館

9 〃 吉川市立美南小学校 ② 17学級527名 放課後児童クラブ、子育て支援センター、
高齢者ふれあい広場、公民館

10 千葉県 市川市立第七中学校 ② 21学級820名 市民ホール、保育所、老人デイサービスセン
ター、ケアハウス

11 京都府 宇治市立小倉小学校 ② ○ ○ 24学級731名 老人デイサービスセンター、地域包括支援セン
ター

12 新潟県 十日町市立十日町小学校
・ふれあいの丘支援学校 ③ 12学級291名 放課後児童クラブ、特別支援学校、

児童発達支援センター

13 〃 聖籠町立聖籠中学校 ③ 12学級406名 地域交流ラウンジ

14 石川県 かほく市立宇ノ気中学校 ③ 14学級490名 市立体育館

15 富山県 南砺市立利賀小学校
・利賀中学校 ③ ○ 小3学級16名

中3学級18名 放課後児童クラブ、公民館

＊以下の方法により区域分類を行っている。
① 首都圏整備法における既成市街地及び近畿圏整備法における既成都市区域（都心等）
② 首都圏整備法における近郊整備地帯及び近畿圏整備法における近郊整備区域（近郊）
③ その他の区域（地方等）

※「（２）現地調査」内で用いられている図表は各学校を所管する教育委員会の資料を基に作成
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  施設の配置・動線  
・2～4階に学校の教室を、1階に図書館、幼稚園、保育所を配置。敷地を有効に活用するため、校庭を屋上に、温
水プールを地下2階に配置。

・児童館を5階に設け、学校とは別の階段・エレベーターを使用することにより、管理区分を明確にしている。

1 東京都千代田区
千代田区立昌

しょう

平
へ い

小学校

■学校規模／9学級245名
■複合施設（床面積）／小学校（9,057㎡）

幼稚園（851㎡）
児童館（1,388㎡）
保育所（243㎡）
図書館（188㎡）

■整備時期／平成8年
■構造／RC造…地上 6階…地下 2階

商業地の狭い敷地に建つ６階建ての校舎と、
隣接している公園

市街地に学校と子育て機能等を立体的に整備
・狭い敷地を有効活用し、地域に必要な図書館、幼稚園等を整備
・地域の理解を得て、午前中は近隣公園の専用使用が可能に

  施設整備の背景  
　千代田区における厳しい土地事情の中
で、学校の改築と併せて地域に必要な幼稚
園、児童館、まちかど図書館を複合化した。
その後、待機児童対策として、平成24年
に施設を改修して保育所を整備した。

＜立面図＞ ＜配置図＞

  管理・運営の体制  
施　設 利用時間（平日）

8　　　　　12　　　　　17　　　　　22　 所　管 管理・運営

小学校 教育委員会 教育委員会

幼稚園 教育委員会 教育委員会

児童館 教育委員会 教育委員会

保育所 教育委員会 教育委員会

図書館 区長部局 区長部局

老人福祉施設

学校

児童館等

保育所幼稚園

学校開放

６Ｆ

教室

体育館

５Ｆ

１Ｆ

教室

教室

多目的
ホール

図書館

屋上校庭（開閉式ドーム付）

児童館

幼稚園 保育所

４Ｆ

３Ｆ

温水プール等

給食厨房 防災倉庫

機械室

２Ｆ

学童

図書室

Ｂ１Ｆ

Ｂ２Ｆ

凡  例　   小学校   児童館・学童　   保育所
　　　　   幼稚園     学校開放　　　　　　　図書館　

芳林公園

公道

学校開放用
階段・ＥＶ

児童館用
階段・ＥＶ

２階の
小学校
昇降口へ

幼稚園

保育所

上部 横断歩道橋
まちかど

図書館

E V

E V

  施設整備に要した期間（構想・計画等から工事まで）  
施設 平成２年度 平成3年度 平成4年度 平成5年度 平成6年度 平成7年度 平成8年度

構想・計画

設計

工事

平成元年～：公共施設適正配置検討懇談会
平成３年１２月：公共施設適正配置構想を発表
平成４年４月：施設建設基本構想策定

平成４年６月～１０月：
基本設計

平成５年１０月～平成６年３月：
実施設計

平成６年８月～平成８年８月：工事

現
地
調
査
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音 楽 室

理 科 室

図 工 室

平面計画上の特徴 

児童館 

児童 

児童館・学童 

小学校 

幼稚園 

図書館 

保育所 図書館 

幼稚園 

保育所 

学校使用時以外
一般に開放 
（時間料金制） 

B2Ｆ 

２階昇降口へ 

警備員を配置 

区立図書館内に 
学校図書室を設置 
（児童は自由に 
往来が可能） 

学校開放の受付も行う 

１Ｆ 

隣地の公園までの歩道橋 
（午前中以外は閉鎖） 地域のニーズ 

に応じた 
多目的ホール 

通常は施錠 

学校開放時は 
扉を施錠 

２Ｆ 

学校開放時は 
扉を施錠 

通常は施錠 

学校開放する室は 
片側に集約 

４Ｆ 

通常は施錠 

こちら側の玄関のみ使用 
（防犯・管理の面で有効） 

児童館内では保育も
行われている 

親子で利用が
できる部屋 

５Ｆ 

学校と児童館とで 
動線が異なる 

屋上に設置された校庭。
開閉式ドームのため、
雨天時にも使用が可
能。 

６Ｆ 

まちかど
図書館

小学校図書館

  平面計画上の特徴  

    委員の意見より    
　学校開放により校内を地域住民が自由に移動できるため、両者の間に垣根を作らない設計により地域に根差
し地域に愛されているのではないか。一方で、部品の調達やメンテナンス費用の増大に苦労しており、将来を
考えて設計することの重要性を改めて認識させられた。

     多様な子供向け施設   
・1階に私立の保育所（0～2歳）と区立幼稚園（3
～5歳）が整備されている。
　保育所は、待機児童対策のために、平成24年に
施設を増設改修して整備されたもの。

・5階には児童館が整備されており、学童保育は最
大午後7時まで延長保育を行っている。そのため、
都心の商業区域に立地するこの施設に、保護者は
安心して児童を預けることができる。

     地域住民の利用へ配慮    
・地域住民が使いやすいように、地域の意見も取り入
れ、多目的ホールや家庭科室を2階に配置

・地下2階に配置された学校の屋内プールを、平日夜
と土日祝日に一般開放している。

・学校開放の際は、図書館職員が手続きを行うととも
に、警備員が出入りの管理を行っており学校運営の
負担軽減につながっている。

    学校と図書館の交流    
・1階に区立図書館と学校図
書室を一体的に整備してお
り、児童は休み時間等に　
図書館を使うことができる。

・区立図書館の司書が、週3
回、学校を訪れて読み聞かせ
などを行っている。
➡同一施設という環境を生か

し、公共施設の設備と人材
を学校教育にも活用

     地域の協力による公園利用    
・地域の理解を得て、隣接した公
園に門を設置。平日の午前中は
幼児や児童が専用利用できるよ
うになり、地域で安心して子供
が遊べる場所が確保された。

・児童は2階昇降口から、歩
道橋を通って公園に直接ア
クセス可能。

➡土地の少ない市街地において
公共スペースを有効的に活用

区立図書館と一体的に
整備された学校図書館

地域住民の協力により
隣接した公園に設置された門

学校時間外に屋内プールを
地域に開放

5階部分全体を使った広い児童館

2層吹抜の多目的ホールは
特に地域住民に評判が良い

1階に入っている幼稚園

凡  例　   小学校   児童館・学童   図書館
　　　　   幼稚園　   保育所

25mプール 多目的ホール

隣地の公園までの歩道橋
（学校使用時中以外は閉鎖）

平面計画上の特徴 

児童館 

児童 

児童館・学童 

小学校 

幼稚園 

図書館 

保育所 図書館 

幼稚園 

保育所 

学校使用時以外
一般に開放 
（時間料金制） 

B2Ｆ 

２階昇降口へ 

警備員を配置 

区立図書館内に 
学校図書館を設置 
（児童は自由に 
往来が可能） 

学校開放の受付も行う 

１Ｆ 

隣地の公園までの歩道橋 
（午前中以外は閉鎖） 地域のニーズ 

に応じた 
多目的ホール 

通常は施錠 

学校開放時は 
扉を施錠 

２Ｆ 

学校開放時は 
扉を施錠 

通常は施錠 

学校開放する室は 
片側に集約 

４Ｆ 

通常は施錠 

こちら側の玄関のみ使用 
（防犯・管理の面で有効） 

児童館内では保育も
行われている 

親子で利用が
できる部屋 

５Ｆ 

学校と児童館とで 
動線が異なる 

屋上に設置された校庭。
開閉式ドームのため、
雨天時にも使用が可
能。 

６Ｆ 
学童クラブ室

平面計画上の特徴 

児童館 

児童 

児童館・学童 

小学校 

幼稚園 

図書館 

保育所 図書館 

幼稚園 

保育所 

学校使用時以外
一般に開放 
（時間料金制） 

B2Ｆ 

２階昇降口へ 

警備員を配置 

区立図書館内に 
学校図書館を設置 
（児童は自由に 
往来が可能） 

学校開放の受付も行う 

１Ｆ 

隣地の公園までの歩道橋 
（午前中以外は閉鎖） 地域のニーズ 

に応じた 
多目的ホール 

通常は施錠 

学校開放時は 
扉を施錠 

２Ｆ 

学校開放時は 
扉を施錠 

通常は施錠 

学校開放する室は 
片側に集約 

４Ｆ 

通常は施錠 

こちら側の玄関のみ使用 
（防犯・管理の面で有効） 

児童館内では保育も
行われている 

親子で利用が
できる部屋 

５Ｆ 

学校と児童館とで 
動線が異なる 

屋上に設置された校庭。
開閉式ドームのため、
雨天時にも使用が可
能。 

６Ｆ 

屋　上　校　庭

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

現
地
調
査
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小学校と社会教育施設をつなぐアプローチギャラリー

インテリジェント・スクールの先駆的事例
・地域の生涯学習拠点としての複合施設 
　～地域の学校教育・生涯学習への意識・関心を高め合う施設
・明確な管理区分による防犯対策

  施設の配置・動線  
・施設内において、小学校、幼稚園、社会教育施設等の区域は隣接しているものの、動線や利用時間を分けることで
明確に区分されている。

  施設整備の背景  
・清島小と下谷小の統廃合によりできた小
学校。

・旧清島小に併設されていた社会教育施設
と幼稚園との複合施設として整備。

・昭和62年度文部省インテリジェントス
クール研究委託先。

＜立面図＞ ＜配置図＞

2 東京都台東区
台東区立上野小学校

■学校規模／12学級294名
■複合施設（床面積）／小学校（6,608㎡）

幼稚園（464㎡）
社会教育センター（1,689㎡）
社会体育施設（1,906㎡）

■整備時期／平成3年
■構造／RC造地上4階地下1階

  管理・運営の体制  

施　設 利用時間（平日）
8　　　　　12　　　　　17　　　　　22　 所　管 管理・運営

小学校 教育委員会 教育委員会

幼稚園 教育委員会 教育委員会

社会教育
センター 教育委員会 指定管理者

・社会教育センターは指定管理者制度により民間企業が運営している。
　（施設全体の維持管理も同企業が請け負っている。）

凡  例　   小学校　   幼稚園　
 社会教育施設・プール　  地域　  学校開放　

東京都台東区

台東区立上野小学校 インテリジェント・スクールの先駆的事例

・地域の生涯学習拠点としての複合化施設 
  ～地域の学校教育・生涯学習への意識・関心を高め合う施設 
・明確な管理区分による防犯対策 

■学校規模／12学級 294名 
■複合施設（床面積）／ 

 小学校（6,608㎡） 
    幼稚園（464㎡） 
    社会教育センター（1,689㎡） 
    社会体育施設（1,906㎡） 
■整備時期／平成3年 
■構造／RC造 地上4階 地下1階 

複合化の背景 

施設の区画・動線 

＜立面図＞ 

・施設内において、小学校、幼稚園、社会教育施設等の区域は隣接している 
   ものの、動線や利用時間を分けることで明確に区分されている。 

小学校と社会教育施設をつなぐアプローチギャラリー 

校
門 

校
門 

・清島小と下谷小の統廃合によりできた小学校。 
・元より清島小に併設されていた社会教育施設と幼稚園との複合化施設 
   として整備。 
・昭和62年度 文部省インテリジェントスクール研究委託先。 
 

小学校 

社会教育 
施設等 

幼稚園 

地域 児童 
学校開放 園児 社会教育施設・プール 

小学校 幼稚園 

児童 

地域 

園児 

園児 児童 
地域 

区民公園 

＜配置図＞ 

２．

アプローチ
ギャラリー

東京都台東区

台東区立上野小学校 インテリジェント・スクールの先駆的事例

・地域の生涯学習拠点としての複合化施設 
  ～地域の学校教育・生涯学習への意識・関心を高め合う施設 
・明確な管理区分による防犯対策 

■学校規模／12学級 294名 
■複合施設（床面積）／ 

 小学校（6,608㎡） 
    幼稚園（464㎡） 
    社会教育センター（1,689㎡） 
    社会体育施設（1,906㎡） 
■整備時期／平成3年 
■構造／RC造 地上4階 地下1階 

複合化の背景 

施設の区画・動線 

＜立面図＞ 

・施設内において、小学校、幼稚園、社会教育施設等の区域は隣接している 
   ものの、動線や利用時間を分けることで明確に区分されている。 

小学校と社会教育施設をつなぐアプローチギャラリー 

校
門 

校
門 

・清島小と下谷小の統廃合によりできた小学校。 
・元より清島小に併設されていた社会教育施設と幼稚園との複合化施設 
   として整備。 
・昭和62年度 文部省インテリジェントスクール研究委託先。 
 

小学校 

社会教育 
施設等 

幼稚園 

地域 児童 
学校開放 園児 社会教育施設・プール 

小学校 幼稚園 

児童 

地域 

園児 

園児 児童 
地域 

区民公園 

＜配置図＞ 

２．

社会教育
センター入口

アプローチギャラリー

  施設整備に要した期間（構想・計画等から工事まで）  
昭和62年度：文部省インテリジェントスクール研究委託先
平成元年10月～平成３年３月：建設工事実施

現
地
調
査



17 18第１章　学校施設の複合化に関する現状と課題……ー……3. 学校施設の複合化の実施状況調査

管理・運営の体制 

学校教育の活動時間帯は、
一般の利用者は２階へアク
セスできない 

非常時のみ開放 

社会教育センターの
窓から小学校のグラ
ウンドが見渡せる 

室内プール利用の際は、 
学校から直接行くことが 
可能 

音楽室・グラウンドへは 
渡り廊下を渡る 

・社会教育センターは指定管理者制度により 
  民間企業が運営している 
 （施設全体の維持管理も同企業が請け負っている。） 

平面計画上の特徴  ・ 学校時間帯は、施錠等により児童と一般の人が交わらず、防犯面で優れている。 
 ・ 施設間は分離されているが、視覚的には互いの活動の様子を見ることができる。 

学校教育の活動時間帯
は校門を閉めている 

アプローチギャラリーの
窓から、プールと体育館
内での活動の様子が見
える 

隣接する区の公園を、 
園庭代わりに使用 

区民公園 

プール
（７コース）

体　育　館

  平面計画上の特徴  

    委員の意見より    
・3つの施設が明確に分離され、防犯上の問題は少なく施設管理がしやすい構成。
・各施設が分離されていても、運営面の工夫により交流を活発化させることも可能。
・児童が、生涯学習を続ける地域住民の姿を普段から感じ取れる環境は、通常の学校では得難いものがある。

     児童と地域間の交流   
・施設間での意識的な交流は少ないが、児童は日常的
に地域の利用者が社会教育施設で活動する姿を見る
ことができる。
・社会教育センターからも学校の教育活動の様子が見える。

     相互利用・活用    
・小学校の音楽室は社会教育施設棟の 2階にあり、
学校教育の活動時間外には…地域に開放をしている。

・幼稚園は専用の園庭を持っていないが、小学校の
グラウンドと、　隣接する台東区の清島児童遊園を
利用している。

・区民プールは、小学校の授業でも利用が可能。

     防犯面    
・学校教育の活動時間内は学校の区域に一般の利用者が入
れないように…扉の施錠等、物理的な対策が取られている。

     財政面    
整備費用を抑えることを目的とした複合化ではな
く、施設間の設備の共有も少ない。（例：学校プー
ルと区民プールを別に設けている。）

幼稚園から直接出られる隣地の公園

校門は登下校時以外は
施錠している

地域に開放している音楽室

学校開放時にのみ開錠される入口
（音楽室とグラウンドへつながる）

毎日児童が通る昇降口前の窓からは、体育館やプール内の様子が見える。

社会教育センターの窓から、校舎やグラウンドで活動する児童の様子が見える。

➡公共施設を一体的に整備し共有することで、各施設の機
能を有効に活用できている。

➡相互の活動に対する理解・関心が高められている

凡  例　  小学校　  社会教育センター　  幼稚園　  温水プール　

見える

見える

管理・運営の体制 

学校教育の活動時間帯は、
一般の利用者は２階へアク
セスできない 

非常時のみ開放 

社会教育センターの
窓から小学校のグラ
ウンドが見渡せる 

室内プール利用の際は、 
学校から直接行くことが 
可能 

音楽室・グラウンドへは 
渡り廊下を渡る 

・社会教育センターは指定管理者制度により 
  民間企業が運営している 
 （施設全体の維持管理も同企業が請け負っている。） 

平面計画上の特徴  ・ 学校時間帯は、施錠等により児童と一般の人が交わらず、防犯面で優れている。 
 ・ 施設間は分離されているが、視覚的には互いの活動の様子を見ることができる。 

学校教育の活動時間帯
は校門を閉めている 

アプローチギャラリーの
窓から、プールと体育館
内での活動の様子が見
える 

隣接する区の公園を、 
園庭代わりに使用 

区民公園 

グ ラ ウ ン ド

管理・運営の体制 

学校教育の活動時間帯は、
一般の利用者は２階へアク
セスできない 

非常時のみ開放 

社会教育センターの
窓から小学校のグラ
ウンドが見渡せる 

室内プール利用の際は、 
学校から直接行くことが 
可能 

音楽室・グラウンドへは 
渡り廊下を渡る 

・社会教育センターは指定管理者制度により 
  民間企業が運営している 
 （施設全体の維持管理も同企業が請け負っている。） 

平面計画上の特徴  ・ 学校時間帯は、施錠等により児童と一般の人が交わらず、防犯面で優れている。 
 ・ 施設間は分離されているが、視覚的には互いの活動の様子を見ることができる。 

学校教育の活動時間帯
は校門を閉めている 

アプローチギャラリーの
窓から、プールと体育館
内での活動の様子が見
える 

隣接する区の公園を、 
園庭代わりに使用 

区民公園 

グ ラ ウ ン ド

音楽室

管理・運営の体制 

学校教育の活動時間帯は、
一般の利用者は２階へアク
セスできない 

非常時のみ開放 

社会教育センターの
窓から小学校のグラ
ウンドが見渡せる 

室内プール利用の際は、 
学校から直接行くことが 
可能 

音楽室・グラウンドへは 
渡り廊下を渡る 

・社会教育センターは指定管理者制度により 
  民間企業が運営している 
 （施設全体の維持管理も同企業が請け負っている。） 

平面計画上の特徴  ・ 学校時間帯は、施錠等により児童と一般の人が交わらず、防犯面で優れている。 
 ・ 施設間は分離されているが、視覚的には互いの活動の様子を見ることができる。 

学校教育の活動時間帯
は校門を閉めている 

アプローチギャラリーの
窓から、プールと体育館
内での活動の様子が見
える 

隣接する区の公園を、 
園庭代わりに使用 

区民公園 

プール上部 体育館上部

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 
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19 20第１章　学校施設の複合化に関する現状と課題……ー……3. 学校施設の複合化の実施状況調査

④第一日野小学校 

音楽 
ホール スタジオ 

プラネタリウム 

会議室 

教育センター 

幼保 

幼保 

体育館 

教室 

教室 

教室 

教室 プール 

すまいる 
スクール 

図書館 

学校棟 教育複合棟 

児童 

地域 

園児 

６Ｆ 

５Ｆ 

１Ｆ 

４Ｆ 

３Ｆ 

２Ｆ 

東京都品川区

品川区立第一日野小学校 ５つの教育・文化施設を一体的に整備

・図書館、音楽ホール、プラネタリウム等、多様な施設との複合化 
   ～多世代が集う地域の学習・文化活動の拠点 

   

・連携した運営により、積極的な施設の有効活用・人材交流を実施 

■学校規模／17学級527名 
  （特別支援学級／4学級26名） 
■複合施設（床面積）／ 

 小学校（7,830㎡） 
    幼保一体施設（1,475㎡） 
    図書館（1,181㎡） 
    文化センター（4,508㎡） 
    教育センター（1,454㎡） 
■整備時期／平成3年 
■構造／RC造一部S造 地上6階 塔屋1階 

施設整備の背景 

施設の配置・動線 

＜立面図＞ 

・各施設は明確に区分している。（児童・園児・地域の動線は交わらない。） 
・敷地の高低差を活かし、校舎の高さを抑えるとともに、各施設を利用しやすく 
配置している。 

小学校の図書室に設けられた幼児用の読書スペース 

地域 児童 園児 教育複合棟 小学校 幼保一体施設 

・改築前は、現在の敷地に中学校・教育総合会館（図書館・教育センター）、 
  文化センターがあり、その隣地に第一日野小学校及び幼稚園があった。 
・中学校の移転に伴い、跡地に小学校を改築。既存の教育総合会館を改修・ 
増築し、幼保一体施設も同時に整備した。 

＜配置図＞ 

３．

小学校の図書室に設けられた幼児用の読書スペース

・施設全体の維持管理業務は民間の管理業者に委託。
  施設の配置・動線  
・各施設は明確に区分されている。（児童・園児・地域の動線は交わらない。）
・敷地の高低差を生かしつつ、各施設を利用しやすく配置している。

  施設整備の背景  
・改築前は、現在の敷地に中学校・教育総
合会館（図書館・教育センター）、文化セ
ンターがあり、その隣地に第一日野小学
校及び幼稚園があった。

・中学校の移転に伴い、跡地に小学校を改
築。既存の教育総合会館を改修・増築し、
幼保一体施設も同時に整備した。

＜立面図＞ ＜配置図＞

５つの教育・文化施設を一体的に整備
・図書館、音楽ホール、プラネタリウム等、多様な施設との複合化
　～多世代が集う地域の学習・文化活動の拠点
・連携した運営により、積極的な施設の有効活用・人材交流を実施

3 東京都品川区
品川区立第一日野小学校

■学校規模／17学級527名
　（特別支援学級／4学級26名）
■複合施設（床面積）／小学校（7,830㎡）

幼保一体施設（1,475㎡）
図書館（1,181㎡）
文化センター（4,508㎡）
教育センター（1,454㎡）

■整備時期／平成3年
■構造／RC造一部S造地上6階塔屋1階

  管理・運営の体制  
施　設 利用時間（平日）

8　　　　　12　　　　　17　　　　　22　 所　管 管理・運営

小学校 教育委員会 教育委員会

幼保一体施設 区長部局 区長部局

図書館 教育委員会 教育委員会

文化センター 区長部局 区長部局

教育センター 教育委員会 教育委員会

凡  例　   小学校　   幼保一体施設　  地域　  教育複合棟

  施設整備に要した期間（構想・計画等から工事まで）  
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

構想・計画等

設計

工事
平成２０年５月～２３年３月：建設工事

平成１８年７月：小学校改築工事建設準備会（全３回） 平成２１年４月：小学校改築工事建設準備会（全２回）

平成１９年４月～２０年３月：設計

現
地
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19 20第１章　学校施設の複合化に関する現状と課題……ー……3. 学校施設の複合化の実施状況調査

平面計画上の特徴  ・ 各施設は明確に区分されており、動線が交わらないように設計されている。 
 ・ 品川区が推進する、小学校と幼稚園・保育園との連携教育に応じた整備がされている。 
 

管理・運営の体制 

図書室に幼児用の 
読書スペースを設置 

学校側に児童用の 
図書コーナーを設置 

両施設の図書を搬送しやすい 
ように隣接して配置 
（利用者の往来は不可。） 

園児も小学校の 
校庭を利用 

余裕教室を、保育園の 
一時保育に使用 

幼児用のプールを整備 

図書室 

・施設全体の維持管理業務は 
  民間の管理業者に委託。 
 

既存プールを改修して整備 

グラウンド 

職員室

普通
教室

平面計画上の特徴  ・ 各施設は明確に区分されており、動線が交わらないように設計されている。 
 ・ 品川区が推進する、小学校と幼稚園・保育園との連携教育に応じた整備がされている。 
 

管理・運営の体制 

図書室に幼児用の 
読書スペースを設置 

学校側に児童用の 
図書コーナーを設置 

両施設の図書を搬送しやすい 
ように隣接して配置 
（利用者の往来は不可。） 

園児も小学校の 
校庭を利用 

余裕教室を、保育園の 
一時保育に使用 

幼児用のプールを整備 

図書室 

・施設全体の維持管理業務は 
  民間の管理業者に委託。 
 

既存プールを改修して整備 

グラウンド 

プール

平面計画上の特徴  ・ 各施設は明確に区分されており、動線が交わらないように設計されている。 
 ・ 品川区が推進する、小学校と幼稚園・保育園との連携教育に応じた整備がされている。 
 

管理・運営の体制 

図書室に幼児用の 
読書スペースを設置 

学校側に児童用の 
図書コーナーを設置 

両施設の図書を搬送しやすい 
ように隣接して配置 
（利用者の往来は不可。） 

園児も小学校の 
校庭を利用 

余裕教室を、保育園の 
一時保育に使用 

幼児用のプールを整備 

図書室 

・施設全体の維持管理業務は 
  民間の管理業者に委託。 
 

既存プールを改修して整備 

グラウンド 

平面計画上の特徴  ・ 各施設は明確に区分されており、動線が交わらないように設計されている。 
 ・ 品川区が推進する、小学校と幼稚園・保育園との連携教育に応じた整備がされている。 
 

管理・運営の体制 

図書室に幼児用の 
読書スペースを設置 

学校側に児童用の 
図書コーナーを設置 

両施設の図書を搬送しやすい 
ように隣接して配置 
（利用者の往来は不可。） 

園児も小学校の 
校庭を利用 

余裕教室を、保育園の 
一時保育に使用 

幼児用のプールを整備 

図書室 

・施設全体の維持管理業務は 
  民間の管理業者に委託。 
 

既存プールを改修し再利用 

グラウンド 

音楽ホール

平面計画上の特徴  ・ 各施設は明確に区分されており、動線が交わらないように設計されている。 
 ・ 品川区が推進する、小学校と幼稚園・保育園との連携教育に応じた整備がされている。 
 

管理・運営の体制 

図書室に幼児用の 
読書スペースを設置 

学校側に児童用の 
図書コーナーを設置 

両施設の図書を搬送しやすい 
ように隣接して配置 
（利用者の往来は不可。） 

園児も小学校の 
校庭を利用 

余裕教室を、保育園の 
一時保育に使用 

幼児用のプールを整備 

図書室 

・施設全体の維持管理業務は 
  民間の管理業者に委託。 
 

既存プールを改修し再利用 

グラウンド 

  平面計画上の特徴  ………・各施設は明確に区分されており、動線が交わらないように設計されている。
　　　　　　　　　　　…………・品川区が推進する、小学校と幼稚園・保育園との連携教育に応じた整備がされている。

    委員の意見より    
・多様な施設で構成された高機能な教育施設が整っているだけではなく、相互利用を可能にする運営が行われて
いることが、児童の教育効果をあげているのではないか。

・大都市における学校と地域との連携には限界がある。このため、施設の複合化を通じて、自然に子供たちが、
社会の多様な面に触れたり、地域住民が学校に対する理解を深めたりすることができるのではないか。

     防犯対策    
・施設を明確に区分している。
・学校の図書室と区立図書館は、一体的な利用も可
能であるが、安全性を確保する観点から、現状と
して別々に施設管理している。

     地域の拠点    
・小学校、幼保一体施設、教育セ
ンターといった地域の教育施設
と、音楽ホール・プラネタリウム・
スタジオ等、地域の文化施設が
集約された、地域の教育・文化
活動の拠点施設となっている。

➡多様な施設に囲まれていることで、日
常的に学習や文化に対する関心や活
動の機会が高まる

     施設間の連携    
各施設の担当者間で毎月合同の打合せを実施。各施
設の活動予定や防犯訓練等について話し合うなど密
に連携を取っている。

学校の図書室と区立図書館は
中庭を挟んで向かい合っている

学校教育に関する相談ができる
教育相談センター

地域の利用者の出入口となる
教育複合棟のエントランス

授業等でも活用できる
文化センターのプラネタリウム

設備の整った音楽ホールでは
日々様々な催しが行われている

小学校と幼保一体施設が共有する校庭 小学校プールの脇の幼児用プール

➡地域の実情に応じた対応により、児童の安全を確保

➡運営面の工夫により、施設間の交流・相互利用を促進

     相互利用・交流活動   
・小学校の校庭や体育館を幼保一体施設でも使用
・幼児用のプールや読書スペースを、小学校内に設置
・小学校の余裕教室を、保育園の一時保育や PTA
活動に使用

➡・小学校の設備とスペースを幼児教育にも活用
・小学校・幼稚園・保育園における教育活動に連続性を

持たせた

・学校の図書室で、隣接する区立図書館の資料も貸
出しが可能

・設備の整った音楽ホールを、音楽発表会等で使用
（使用料無料）
・授業や親子教室等でプラネタリウムを活用
➡学校教育にも公共施設を有効的に活用

凡  例　

 小学校　

 幼保一体施設　

 文化センター　

 教育センター　

 図書館　

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

現
地
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21 22第１章　学校施設の複合化に関する現状と課題……ー……3. 学校施設の複合化の実施状況調査

学校に併設された地区プール

  施設の配置・動線  
学校とその他の施設は同じ建物でありながら、敷地入口、建物入口、内部動線の全てが明確に区分されており、鍵
を使わない限り互いに行き来ができないようになっている。

＜立面図＞ ＜配置図＞

凡  例　   小学校   プール・プール利用者
 目黒区出張所  地域　  学校開放　

学校と地域に求められる機能を備えた複合施設
・学校の屋内プールを地区プールとして地域に開放 
　～施設管理等は業務委託し、学校運営の負担を軽減
・各施設利用者と児童の動線は完全に分離

  施設整備の背景  
老朽化した校舎を改築する際に、碑小の
周辺地域にはなかった屋内プールを整備。
併せて、地域に必要な区の出張所等を整備。
地域住民の意見を踏まえ、施設の計画を
行った。

4 東京都目黒区
目黒区立碑

いしぶみ

小学校

■学校規模／17学級559名
　（特別支援学級／3学級18名）
■複合施設（床面積）／小学校（7,830㎡）

地区プール（1,462㎡）
目黒区出張所・
地域包括支援センター（500㎡）
地域防災用備蓄倉庫（51㎡）

■整備時期／平成19年
■構造／RC造一部S造地上5階

　管理・運営の体制　

施　設 利用時間（平日）
8　　　　　12　　　　　17　　　　　22　 所　管 管理・運営

小学校 教育委員会 教育委員会

地区プール 区長部局 区長部局

区出張所 区長部局 区長部局

小学校 
体育館 

プール 

管理諸室 

特別教室 

小中学校の敷地を通ってアクセス 

公道 

⑦碑小学校 

ホール等 

教室 

教室 

教室 

地域支援 
センター 

東京都目黒区

目黒区立碑小学校
学校と地域に求められる機能を備えた複合施設

・学校の屋内プールを地区プールとして地域に開放 
～施設管理等は業務委託とし、学校側の負担を軽減 

・各施設利用者と児童の動線は完全に分離 

施設整備の背景 

施設の配置・動線 

＜立面図＞ 

学校とその他の施設は同じ建物でありながら、敷地入口、建物入口、内部
動線の全てが明確に区分されており、鍵を使わない限り互いに行き来が 
できないようになっている。 

学校に併設された地区プール 

老朽化が進んでいた校舎を改築する際に、碑小の周辺地域にはなかった 
屋内プールを整備。併せて、地域に必要な区の出張所等を整備。地域住民の 
意見を踏まえ、設計を行った。 

■学校規模／17学級559名 
 （特別支援学級／3学級18名） 
■複合施設（床面積）／ 

 小学校（7,830㎡） 
    地区プール（1,462㎡） 

             目黒区出張所・ 
 地域包括支援センター（500㎡） 
 地域防災用備蓄倉庫（51㎡） 

■整備時期／平成19年 
■構造／RC造一部S造 地上5階 

小学校 
体育館 

プール 

管理諸室 

特別教室 

ホール等 

教室 

教室 

教室 

目黒区 
出張所 

目黒区 
出張所 

４階プール行き 
エレベーター 

体育館 
小学校 

教室棟 

プール 
利用者 

児童 

プール 小学校 目黒区 
出張所 

地域 学校開放 

＜配置図＞ 

４．

  施設整備に要した期間（構想・計画等から工事まで）  
平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

構想・計画等

設計

工事

平成１４年１２月：政策会議
平成１５年７月：碑小学校改築等に係る検討会、同実務担当者会
平成１５年１１月：基本構想素案

平成１７年６月～平成１８年６月：解体工事
平成１８年７月～平成１９年１２月：建設工事平成１６年９月：基本設計策定

現
地
調
査



21 22第１章　学校施設の複合化に関する現状と課題  ー  3. 学校施設の複合化の実施状況調査

  平面計画上の特徴  

    委員の意見より    
各施設の出入り口を別にし、施設間のドアを通常時は施錠するなど、学校と南部地区サービス事務所、南部包
括支援センター等は各々明確に区画されており、防犯性を確保している。

     業務受託者が管理する屋内プール   
・区内の他の地域にはそれぞれ地区プールがあった
が、碑小が位置する南部地区には存在しなかった
ため、地域住民も利用できる学校の屋内プールと
して整備。

・一般利用者と児童の利用を踏まえ、エリアを分割
して水深調整できる可動床としている。

・学校は授業及びクラブ活動で使用している。季節
や天候によらずにプールを使うことができる。な
お、水泳指導は教員が行っている。

・学校が授業などで利用する場合は、通常時は施錠
されている４階の扉の鍵を教員が開けて児童を
プール側に誘導している。

・業務受託者がプールの管理をしている。また、学
校施設全体の保守点検業務も併せて受託している。

     学校開放を考慮した配置計画    
・学校開放を行っている体
育館と、1 階のけやき
ホールには、専用の入口
が設けられている。

・学校開放部分とそれ以外
の部分を区分するための
施錠可能な扉が設けられ
ている。

     動線分離等による防犯対策    
・児童の防犯面を第一に考
えて設計。

・行政機関出張所やプール
の利用者の動線は、児童
とは別のものとなってい
る。

・建物内でも、通常時は互
いに行き来できないよう
になっている。

・4階の屋内プールへは、
小学校内を通らずに、専
用のエレベーターで直接
向かうことが可能。

・学校正門、通用口には防
犯カメラも設置。

     地域とともにある学校    
・地域住民による「おらが町の学校」という意識の
強い地域であり、学校施設の改築に当たっても、
地域住民が積極的に参加。地域住民の意見も取り
入れ、設計を行っている。

・地域住民が企画し、児童が参加する交流として、
火起こし体験、キャリア教育（児童の保護者に仕
事の内容を紹介してもらうなど）などを行ってい
る。

学校開放部分と
それ以外の部分を区分する扉

行政機関出張所や
プールの利用者専用のアプローチ

プール専用のエレベーター

➡学校開放時の管理負担の軽減に繋がっている

➡児童と施設利用者の動線の分離により、防犯性を確保し
ている。

➡高機能な屋内プールは、地域住民の利用にも供してお
り、また、特色ある学校の教育活動も可能となっている。

・小学校とその他の施設とは完全に分離されており、学校教育の活動時間帯に児童と他施設
の利用者が重なる場所はない。

・小学校の学校開放部分は1階の北側に集約している。学校開放時には小学校の教室・管
理室には、施設利用者が入らないよう扉を閉めることにより対応している。

学校開放用
の出入口

学校開放部分

体育館

くすの木
ホール

教室・管理室

児童は小学校からプールへ
直接行くことができる

エレベーターで直接
４階プールへ

学校開放時は
扉を閉める

利用者は学校を通らずに
ＥＶで直接４階へ昇る

保健福祉
サービス
事務所

地区サービス
事務所

学校施設とは
分離されている

１４

地区
プール

区出張所

学校開放用
の出入口

学校開放部分

体育館

くすの木
ホール

教室・管理室

児童は小学校からプールへ
直接行くことができる

エレベーターで直接
４階プールへ

学校開放時は
扉を閉める

利用者は学校を通らずに
ＥＶで直接４階へ昇る

保健福祉
サービス
事務所

地区サービス
事務所

学校施設とは
分離されている

１４

地区
プール

区出張所

凡  例　   小学校　   プール・プール利用者　  行政機関出張所　  地域　  学校開放

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 
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23 24第１章　学校施設の複合化に関する現状と課題……ー……3. 学校施設の複合化の実施状況調査

  施設の配置・動線  
・保育所は、学校敷地の南東側に配置。保育所敷地への入口は道路からの1か所に限定し、動線の分離を図っている。
・新BOP※室は、放課後に体育館や校庭の利用が容易になるように配置している。

＜立面図＞ ＜配置図＞

5 東京都世田谷区
世田谷区立芦

ろ

花
か

小学校
世田谷区立芦花中学校

■学校規模（小学校）…／ 22学級712名
　（特別支援学級／2学級16名）
■学校規模（中学校）…／ 8学級268名
　（特別支援学級／3学級20名）
■複合施設（床面積）／小・中学校（21,162㎡）

保育所（924㎡）
■整備時期／平成24年（一部改築）
■構造／RC造地上4階

道路からの1か所のみに入口を限定した保育所

校舎の改築に併せて保育所を移転整備した事例
・小学校・中学校と保育所との複合化により、交流活動を創出 
・防犯の観点から、保育所敷地への入口は小学校・中学校とは別に設置

  施設整備の背景  
老朽化した校舎の一部を改築する際に、
今後取り壊し予定の都営住宅内に…ある保育
所を移転整備した。

  管理・運営の体制  
施　設 利用時間（平日）

8　　　　　12　　　　　17　　　　　22　 所　管 管理・運営

小・中学校 教育委員会 教育委員会

保育所 区長部局 区長部局

小学校
体育館

中学校
既存体育館

プール
格技室

中学校 小学校

新BOP室

保育所

登校時以外は閉鎖
凡  例　   小学校　   中学校　   保育所
　　　　   新 BOP 室　

※新BOP…放課後の自由な遊び場がある「BOP」(Base…of…Playing：遊びの基地）と放課後に児童の保護・育成を行う「学
童クラブ」を統合した事業。

②芦花小中学校 

園児 

中学生 

小学校 
体育館 

教室 

教室 教室 

教室 

教室 

教室 

教室 

教室 

小学生 

新ＢＯＰ 

保育園 
中学校 
体育館 

小中学校の校庭を通ってアクセス 
新ＢＯＰ 

③砧南中学校 

公道 

特別教室 教室 

教室 

特別教室 

教室 

保育所 
格技室 

体育館 

教室 園児 生徒 

学校敷地 

公道 学校敷地 

管理諸室・特別教室 

②芦花小中学校 

園児 

中学生 

小学校 
体育館 

教室 

教室 教室 

教室 

教室 

教室 

教室 

教室 

小学生 

新ＢＯＰ室 
保育所 

中学校 
体育館 

小中学校の校 
庭を通ってアクセス 

新ＢＯＰ室 
登録児童 

公道 学校敷地 

中学生 小学生 園児 

中学校 小学校 保育所 新BOP室 

新BOP室 

  施設整備に要した期間（構想・計画等から工事まで）  
平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

構想・計画等

設計

工事
平成２０～２１年度：設計

平成１９年度：世田谷区立芦花小・中学校施設基本構想

平成２２年～２３年度：改築工事 平成２４年度：校庭整備工事

現
地
調
査



23 24第１章　学校施設の複合化に関する現状と課題……ー……3. 学校施設の複合化の実施状況調査

平面計画上の特徴 

管理・運営の体制 

小中学校 
グラウンド 

学校のそれぞれの入口や諸室を分け
て配置しているが、明確な仕切りはな
く、廊下も繋がっている。 

小中学校共有のグラウンドは広く、 
一度に4学級程度の授業も可能。 グラウンドや体育館の 

利用にも便利な位置。 

学校敷地を通らずに、 
公道から直接アクセス 
ができる。電気錠により 
管理されている。 

１ Ｆ 

２ Ｆ 

３ Ｆ 

４ Ｆ 

校舎の一部と保育所は 
同じ棟だが、内部で 
行き来はできない 

職員室も小中学校の職員
室が一体化した部屋を使用 

    委員の意見より    
・中学校と保育所の連携活動の効果に関して、中学生への教育効果が高いことが学校関係者より話があり、印象
的であった。

     動線の分離   
・保育所は、学校敷地の南東側に配置。保育所敷地
への入口は道路からの1か所に限定し、動線の分
離を図っている。

・新BOP室は、道路側のドアは常時施錠し、校庭
側に入口を設けたことで、児童は安全に新 BOP
室まで移動ができ、学校の校庭で遊ぶことも可能。

・小学校と中学校で、それぞれ敷地への入口と昇降
口を設けている。

     小中学校における防犯対策    
・小学校では夜間に機械警備をしており、中学校で
は夜間の常駐警備を行っているため、同じ施設と
してより安心である。

・南側（校庭側）の校門は登校時にしか開放せず、
下校時は北側の校門のみ使用している。

・小中学校で門や昇降口は異なるが、小中学校の校
舎内には扉もなくつながっているため、小学校に
用事のある保護者等が中学校の区域に入ってしま
うことがある。

     保育所と小中学校の交流    
・保育所において中学生が職場体験を行っている。
中学生の普段は見られない優しい一面が見られる
こともある。

・小学生による園児への絵本の読み聞かせを行って
いる。

・保育所の 2階テラスや
1階の窓からは、校庭
で運動している小中学
生の様子を見ることが
できる。

     体育館の柔軟な活用    
・体育館は小学校用と中学校用の2つがある。部活
動を行う際は、小中学校両方の体育館を使うこと
ができる。

・部活動が終了後の平日の夜には、小中学校の体育
館を地域開放している。（区民はインターネットで
予約可能）

・保育園は、運動会の予行演習などで小学校体育館
を利用している。

・新BOPの活動は、新BOP室のほか校庭や小学校
体育館を中学生の部活動と調整をしながら行って
いる。

小学校用の門新BOP室の入口は
校庭側に設けられている

保育所の2階テラスからは
校庭の小中学生が見える

平面計画上の特徴 

管理・運営の体制 

小中学校 
グラウンド 

学校のそれぞれの入口や諸室を分け
て配置しているが、明確な仕切りはな
く、廊下も繋がっている。 

小中学校共有のグラウンドは広く、 
一度に4学級程度の授業も可能。 グラウンドや体育館の 

利用にも便利な位置。 

学校敷地を通らずに、 
公道から直接アクセス 
ができる。電気錠により 
管理されている。 

１ Ｆ 

２ Ｆ 

３ Ｆ 

４ Ｆ 

校舎の一部と保育所は 
同じ棟だが、内部で 
行き来はできない 

職員室も小中学校の職員
室が一体化した部屋を使用 

凡  例　   小学校　   中学校　   保育所　   新 BOP 室

  平面計画上の特徴  

中学校 小学校

中学校 小学校

中学校 小学校

中学校 小学校

保育園

小学校

中学校

中学校

小学校

新BOP室

小学校

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 
１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

現
地
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余裕教室を活用して整備した保育所

  施設の配置・動線  
・校舎棟の1階の端の2教室分を保育所に転用。
・中学校の動線と明確に区分するため、中学校正門とは別に、保育所用の門を新たに設置するとともに、敷地内もフェン
スで区分。

＜立面図＞ ＜配置図＞

余裕教室を活用して中学校内に保育所を整備
・余裕教室を改修して 0 ～ 2 歳児用の保育所を整備
・消防法に基づく消防用設備の規制が既存建物に及ばないよう、
　学校部分と保育所部分の間は耐火構造の壁で区画。

  施設整備の背景  
平成13年当時、砧南中学校の周辺は特
に待機児童が多かったことから、余裕教室
を活用して保育所を整備することとした。

6 東京都世田谷区
世田谷区立砧

きぬた

南
みなみ

中学校

■学校規模／12学級426名
■複合施設（床面積）／中学校（7,566㎡）

保育所（237㎡）
■整備時期／昭和51年（既存校舎）

平成14年（保育所部分を改修）
■構造／RC造地上4階

  管理・運営の体制  

施　設 利用時間（平日）
8　　　　　12　　　　　17　　　　　22　 所　管 管理・運営

中学校 教育委員会 教育委員会

保育所 区長部局 民間事業者

②芦花小中学校 

園児 

中学生 

小学校 
体育館 

教室 

教室 教室 

教室 

教室 

教室 

教室 

教室 

小学生 

新ＢＯＰ 

保育園 
中学校 
体育館 

小中学校の校庭を通ってアクセス 
新ＢＯＰ 

③砧南中学校 

公道 

特別教室 教室 

教室 

特別教室 

教室 

保育所 
格技室 

体育館 

教室 園児 生徒 

学校敷地 

公道 学校敷地 

管理諸室・特別教室 

②芦花小中学校 

園児 

中学生 

小学校 
体育館 

教室 

教室 教室 

教室 

教室 

教室 

教室 

教室 

小学生 

新ＢＯＰ室 
保育所 

中学校 
体育館 

小中学校の校 
庭を通ってアクセス 

新ＢＯＰ室 
登録児童 

公道 学校敷地 

中学生 小学生 園児 

中学校 小学校 保育所 新BOP室 

新BOP室 

凡  例　   中学校　   保育所

東京都世田谷区

世田谷区立砧南中学校
余裕教室を活用して中学校内に保育所を整備

・余裕教室を改修して0～2歳児用の保育所を整備 
 

・消防法に基づく消防用設備の規制が既存建物に及ばないよう、  
学校部分と保育所部分の間は耐火構造の壁で区画。 

施設整備の背景 

施設の配置・動線 

＜立面図＞ 

・校舎棟の 階の端の 教室分を保育所に転用。

・中学校の動線と明確に区分するため、中学校正門とは別に、保育所用の
門を設置するとともに、敷地内もフェンスで区分。

余裕教室を活用して整備した保育所 

平成 年当時、砧南中学校の周辺は特に待機児童が多かったことから、
余裕教室を活用して保育所を整備することとした。

＜配置図＞ 

■中学校規模／12学級426名 
■複合施設（床面積）／ 

 中学校（7,566㎡） 
    保育所（237㎡） 
■整備時期／平成14年（改修） 
■構造／RC造 地上4階 

園児 

生徒 

保育所 

南校舎 

体育館 

北校舎 

中学校 
グラウンド 

園庭 

フェンス 

生徒 園児 

中学校 保育所 

６．

  施設整備に要した期間（構想・計画等から工事まで）  
平成13年度：余裕教室の有効活用として単年度で改修工事
　　　　　　……を実施現

地
調
査



25 26第１章　学校施設の複合化に関する現状と課題……ー……3. 学校施設の複合化の実施状況調査

Ｃ Ｃ 

管理・運営の体制 

Ｃ 

平面計画上の特徴 
２ Ｆ 

３ Ｆ 

４ Ｆ 

１ Ｆ 

・保育所専用の玄関を設置

・出入口は防犯カメラと電気錠
を設けている

・南側は専用の園庭になっており、
保育室から直接出ることが可能。

・中学校との間には防音性の扉を
設置しており、通常は施錠をして

いるため通り抜けはできない。
園児 

生徒 

保育所用の 
調理室 

保育所用と中学校の 
敷地はフェンスで 
分けられている 

中学校の広いグラウンド 
と南向きの園庭に囲まれ 
明るく開放的な場所 

保育室の上は教室 
のため、大きな音を 
出さないように注意が 
必要 

普段は閉じている 

拡大 

園庭 

教
室 

教
室 

教
室 

教
室 

教
室 

教
室 

教
室 

教
室 

教
室 

教
室 

教
室 

教
室 

教
室 

教
室 

進
路 指

導
室 

防音性の扉 

教
室 

  平面計画上の特徴  

    委員の意見より    
・体育祭への園児の参加、家庭科実習や職業体験への保育所の協力、中学生による絵本の読み聞かせ活動等を行っ
ていることや、卒業生が本園職員として8年間働くといった実績もあり、中学校と園との繋がりが強くある
ことが伺える。

     屋外動線の分離   
・中学校の動線と明確に
区分するため、中学校
正門とは別に、保育所
用の門を設置。
門は、電気錠付きとなっ
ており、インターホン
で確認して解錠が可能。

・敷地内には、中学校部分
との動線の交錯がない
よう、フェンスを設置。
その上部には、部活動
等で飛んでくるボール
の対策として防球ネッ
トを設置。

・屋外スペースを専用の園
庭として利用しており、
都の認証保育所の中で
は恵まれた保育環境と
なっている。

     保育所と中学校の交流    
・中学校の体育祭において園児が出場する「保育園
競技」を取り入れるなど、生徒と園児の交流を図っ
ている。

・中学生が職場体験として保育所を訪れたり、家庭
科の授業の一環として保育体験を行っている。

・中学生の発案によりバザーの収益で紙芝居を園児
にプレゼントしたこともある。

     保育所整備のための余裕教室の改修    
・トイレや調理室用の水
回りを整備するため床
を高く整備。

・消防法に基づく消防用
設備の規制が既存建物
に及ばないよう、学校
部分とは耐火構造の壁
で区画。

・学校部分との間には扉
を設置し、…通常時は施錠
しているが、避難時に
は通り抜けが可能。

保育所用の電気錠付きの門

中学校部分とはフェンスで区分し、
上部に防球ネットを設置

他の認証保育所と比べると
広い保育所専用の園庭 水回りのために床を高く整備すると

ともに、中学校との間に
避難用の扉（防火扉）を設置

➡生徒たちの園児との交流による思いやりの心の醸成

➡既存学校施設を活用しつつ、必要な安全性を確保

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

凡  例　   中学校　   保育所

現
地
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27 28第１章　学校施設の複合化に関する現状と課題……ー……3. 学校施設の複合化の実施状況調査

⑭京都御池中 

６Ｆ 

教室 
体育館 

５Ｆ 

１Ｆ 

教室 

教室 

多目的 
ホール 

中学校体育館 

保育所 

４Ｆ 

３Ｆ 

２Ｆ 

サブアリーナ 

７Ｆ 屋上運動スペース 

プール 

老人福祉
施設 

地域包括 
支援センター 賑わい施設 

教室（予定） 

教室（予定） 

行政機関 駐車場 

車 柳馬場通り 
御池通側 

園児 児童 

学校開放 高齢者福祉施設 

保育所： 

小学校： 
学校開放： 

高齢者 
福祉施設： 
行政機関： 
賑わい施設： 

ＢＦ B1F

v

中学校
グラウンド

保育所

老人
福祉施設

園庭

賑わい施設

柳
馬
場
通

烏丸通

歩道

街並みに溶け込んでいる賑わい施設

・ＰＦＩ事業者が施設全体の管理を行っている
・ＰＦＩ事業者への施設の使用許可手続は教育委員会が実施
・保育所と老人福祉施設は、社会福祉法人が運営
・民間店舗は、民間事業者が運営

  施設の配置・動線  
・中学校のグラウンドをコの字型に囲んだ建物。中学校はグラウンド以外2階以上に、その他の施設は1階と地下に配置され、
入口や内部動線はそれぞれ異なるが、グラウンドを通して各施設の様子が目に入る施設計画となっている。

・御池通りに面する位置には賑わい施設を配置している。　

＜立面図＞

7 京都府京都市
京都市立京都御

お

池
い け

中学校

■学校規模／19学級699名
　（御所南小・高倉小6年生／9学級312名）
　（特別支援学級／1学級7名）
■複合施設（床面積）／中学校（14,197㎡）

保育所（1,644㎡）
老人福祉施設（755㎡）
行政オフィス（1,060㎡）

■整備時期／平成18年
■構造／RC造地上7階地下1階

PFI 手法で整備した都市型複合施設
・地域からの要望に応じ、地域の教育と福祉の拠点施設として整備
・市内中心部に位置する立地を活かした、保育所、老人福祉施設、賑わい施設（商業施設）との複合化

  施設整備の背景  
・地域からの要望による学校統合を契機に
校舎を整備。京都の中心地にあり、市内
でも有数の立地であることから、敷地の
有効活用を図った。

・学校の教育活動に貢献し、地域にも必要
性の高い施設である保育所や老人福祉施
設と共に、通りを活性化させる店舗（賑
わい施設）も併設した。

施　設 利用時間（平日）
8　　　　　12　　　　　17　　　　　22　 所　管 管理

中学校 教育委員会 PFI 事業者

保育所 市長部局 PFI 事業者

老人福祉施設 市長部局 PFI 事業者

民間店舗 PFI 事業者 PFI 事業者

  管理・運営の体制  

凡  例　   中学校　　    保育所　　    老人福祉施設　
  賑わい施設　     学校開放　     行政機関　

  施設整備に要した期間（構想・計画等から工事まで）  
平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

構想・計画等

設計
・

工事

平成１６年５月～平成１８年３月：PFI事業者による設計・施工

平成１３年９月：地元PTAから学校統合の要望書提出
平成１４年度：複合施設整備に向けた事業手法の検討
平成１５年度：PFI事業者の選定

＜配置図＞

現
地
調
査



27 28第１章　学校施設の複合化に関する現状と課題……ー……3. 学校施設の複合化の実施状況調査

     ＰＦＩ方式による整備    
・京都市の要求水準書に基づいた、事業者からの提案に
より整備。

・従来の整備手法と比べ施設整備費が30％削減された。
・隔月で実施しているPFI 事業者主催の「施設運営者会
議」において、各施設間の細かな調整を実施。

・PFI 事業者が中心となり定期的に施設全体の避難訓練
を実施。

・修繕等のやりとりが学校と教育委員会との間だけでな
く、施設の維持管理を行っているPFI事業者の意見も聞く
必要がある。

  平面計画上の特徴  

    賑わい施設 
・コンセプトをPFI事業
者が設定し、公募のう
え、京都商工会議所等
と協議を行い、出店を
希望する民間事業者3
店舗を選定。

・ＰＦＩ事業者と委託契
約を結んでいる。

    委員の意見より    
・地域の子供の数の増加に応じて、中学校や保育所のスペースを拡充するなど、複合施設ならではの柔軟性が発揮されている。　
一方で、既に中学校には余裕スペースが少なくなり、機能的にも課題が出始めている。人口動態など将来の予想が難しい
地域であるが、より長期的視点に立った施設計画が求められる。

・隔月で開催されるPFI 事業者主催の「施設運営者会議」は、各施設間の連携が生まれる機会となっている。PFI 事業者の
ように施設管理の中心となる者が存在することが複合施設の管理運営の円滑化に役立っているように感じた。

     地域の提案に基づく整備    
地域が『新中学校設立推進委員会』を設立し、新しい中学校の在り方や新しい校
舎施設について議論。
＜地域からの提案コンセプト＞
・ひとづくり、まちづくりの拠点施設
・都心部活性化、御池シンボルロードのコンセプト実現に寄与
・将来の人口増や少人数教育に対応した施設
・体験や交流等を通じた幅広い学習機会
＜整備ポイント＞
・中学校、乳幼児保育所、老人デイサービスセンター、地域包括支援センターなど、
地域の教育と福祉の拠点施設とした。

・街のシンボルロードである御池通の活性化へ寄与する店舗の設置。

    地域と学校の関係性 
・京都は明治に「番組小学校」を町衆の力で創設した歴史があり、学校
が核となり地域の絆を結び付けるという思いや、教育への意気込みの
強い地域である。現在も、学校統合による施設の整備は、まずは地元
が声をあげ、その後に教育委員会が動くという流れになっている。

     施設間・地域との交流    
・中学校の生徒が、保育所・賑わい施設・老人福祉施設で職業
訓練を実施したり、高齢者や園児とイベントに参加するなど、
利用者間の交流機会を設けている。

・老人福祉施設や保育所の窓からは中学校のグラウンドの様子
を間近に見ることができる。昔から住む地域の高齢者にとっ
ても、新しい世代との繋がりを自然と感じることができる。

・体育館やサブアリーナ、和室等の学校施設は地域に開放して
いる。

御池通に面した賑わい施設

茶道や華道、着付けなどの
伝統的な文化に取り組める和室

老人福祉施設からは中学校の
グラウンドの様子が見える

１Ｆ 

１Ｆ ５Ｆ ４Ｆ ３Ｆ ２Ｆ Ｂ２Ｆ ６Ｆ ７Ｆ ８Ｆ Ｂ１Ｆ 

平面計画上の特徴 

管理・運営の体制 

ＢＦ 

市職員研究室 

駐車場 

駐車場 
備蓄倉庫 

２Ｆ 

３Ｆ 

４Ｆ 

５Ｆ 

６Ｆ 

７Ｆ 

中学校 

小学校（予定） 

中学校 
体育館 

サブアリーナ 

屋上運動 
スペース 

屋上運動スペース 

和室 

市職員研究室市職員研究室市職員研究室

駐車場

１Ｆ 保育所の非常用 
出入口を設置 

園庭とグラウンド
は区分されており、 
通常は通れない 

御池シンボルロードの方針や
街並みに合った店舗を配置 

観光客にも施設を 
活用して貰う 

保育室から 
グラウンドが見える 
（防砂ネットを張っている） 

窓からグラウンド 
が見える 

学校開放の際はＥＶで 
目的階にしか行くことが 
できない 

学校開放 

児童 

高齢者 

学校教育の活動 
時間帯は閉鎖 

中学校用のEVが設置されて
いるが、通常は使用しない 

ＥＶ 

ＥＶ 

園児 

児童 

学校時間中 
は閉鎖 

・ＰＦＩ事業者が施設全体の管理を 
行っている 

 

・ＰＦＩ事業者への施設の使用許可 
手続きは教育委員会が実施 

 

・保育所と高齢者福祉施設は、 
社会福祉法人が運営 

 

・民間店舗は、民間事業者が運営 

6・7階は、当初は市の
オフィスであったが、 
生徒数の増加により、 
教室として使用。 

２階 昇降口 

園児数の増加により 
2階の一部も保育室と
した 

（平成26年11月 京都御池創生館パンフレットを基に作成） 
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平面計画上の特徴 

管理・運営の体制 

ＢＦ 

市職員研究室 

駐車場 

駐車場 
備蓄倉庫 

２Ｆ 

３Ｆ 

４Ｆ 

５Ｆ 

６Ｆ 

７Ｆ 

中学校 

小学校（予定） 

中学校 
体育館 

サブアリーナ 

屋上運動 
スペース 

屋上運動スペース 

和室 

１Ｆ 保育所の非常用 
出入口を設置 

園庭とグラウンド
は区分されており、 
通常は通れない 

御池シンボルロードの方針や
街並みに合った店舗を配置 

観光客にも施設を 
活用して貰う 

保育室から 
グラウンドが見える 
（防砂ネットを張っている） 

窓からグラウンド 
が見える 

学校開放の際はＥＶで 
目的階にしか行くことが 
できない 

学校開放 

児童 

高齢者 

学校教育の活動 
時間帯は閉鎖 

中学校用のEVが設置されて
いるが、通常は使用しない 

ＥＶ 

ＥＶ 

園児 

児童 

学校時間中 
は閉鎖 

・ＰＦＩ事業者が施設全体の管理を 
行っている 

 

・ＰＦＩ事業者への施設の使用許可 
手続きは教育委員会が実施 

 

・保育所と高齢者福祉施設は、 
社会福祉法人が運営 

 

・民間店舗は、民間事業者が運営 

6・7階は、当初は市の
オフィスであったが、 
生徒数の増加により、 
教室として使用。 

２階 昇降口 

園児数の増加により 
2階の一部も保育室と
した 

（平成26年11月 京都御池創生館パンフレットを基に作成） 
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